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リアウ州環境林野庁長官ジョブ氏

とベランターラのドリー事務局長 

エイピーピー・ジャパン株式会社（以下、ＡＰＰジャパン）とユニバーサル・ペーパー株式

会社（以下、UP）は、売上の一部を寄付してインドネシアの荒廃した自然林を再生する

『森の再生プロジェクト～いっしょにＳＤＧｓに取り組もう！～』（以下、森Ｐ）を行っています。 

APP は持続可能な開発目標 

(SDGs)を支援しています。 

 

APP 環境新聞 

 

 

ＣＤＰスコアでＢを取得 

森の再生プロジェクト ～いっしょに SDGsに取り組もう！～ 活動報告<15> 

「焦がしバターワッフルクッキー」 

非営利団体で、「気候変動」、「森

林」、「水セキュリティ」の３分野に

おけるグローバル企業や自治体

の取り組みを独自の基準で採点

して開示しています。 

ＡＰＰはＣＤＰによる２０２５年の

スコアとして、２０２４年に続いて全

ての分野でＢ評価を獲得しまし

た。今後も、ＡＰＰはサステナビリ

ティの取組みを通じて持続可能な

社会の実現に貢献し、企業価値

の向上に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

森 P 進捗情報 

イーダ株式会社 
代表取締役社長 飯田様 

２０２６年４月、プロジェクトを推進するベラン

ターラ環境保護基金(以下、ベランターラ)は、活

動地を管理するミナス・タフラ森林管理ユニット

並びに中央政府林業省と三者協議を行い、今

後５年間、同一地域において森林再生活動を継

続する旨の覚書を締結しました。 

現地では、森林管理ユニットの目が行き届か

ない 

    感謝状贈呈/ここにも森 Pロゴ 

天河製菓株式会社 様 
「あしたば焼きまんじゅう」 

株式会社北陸サンライズ 
営業開発部 林様 

株式会社アックスコーポレーション 

代表取締役 伊藤様 
小林紙商事株式会社 

代表取締役社長 小林様 

取引先様合同ツアー・ＡＰＰ植林地の火の見櫓にて (裏面) 

再生ガイドラインに基づき、これまでの５００本から６２５本以上に引き上げられることとなり

ました。さらに、今年の乾期はエルニーニョ現象により例年以上に乾燥が深刻化すると予

想されています。 

そのため、７－８月は火災延焼を防ぐ防火区画の整備を優先し、それ以降は既存の植樹

エリアに対して、林業省ガイドラインに沿った適正本数となるように調整するための追加植

樹を実施することが、今年の活動の中心となります。（次号に続く） 

 

モニタリングの様子 

スタッフの後ろは成長した苗木 
 

ＣＤＰは、英

国を拠点とす

る独立した環

境情報開示の ないエリアで違法な焼き畑とパーム植林が未だに行わ

れているものの、森Ｐ活動により日本からの訪問者やモ

ニタリング・パトロールの頻度が増えたことで、パーム植

林による浸食ペースは鈍ってきているようです。 

一方で、本活動が林業省の監督するプロジェクトに

なったことで、１ｈａあたりの植樹本数は林業省の森林

再生ガイドラインに基づき、１ｈａあたりの植樹本数はこ

れまでの５００本から６２５本に引き上げられることとなり

ました。この変更により、今年の活動においては、新たな

エリアへの植樹を推進するのではなく、これまでに植樹

を行ってきた既存エリアを対象に、林業省ガイドラインに

沿った適正な本数となるように調整するための追加植

樹を実施することが、今年の活動の中心となります。（次

号に続く） 

 

 

 

会期：８/２７(木)-２９(土) 

会場：幕張メッセ 東ホール 

インドネシア・パビリオンにてＡＰＰ

ジャパン/ＵＰが共同出展します。 

 

イベント出展情報  

▶ https://diy-show.com/ 

 

会期：１０/１４(水)-１６(金) 

会場：東京ビッグサイト 東ホール    

初出展してパッケージ原紙を提

案します。 
▶ https://ourl.jp/SSCRZ/ 

 

https://diy-show.com/
https://ourl.jp/SSCRZ
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AＰＰジャパン/ＵＰ社員の声～森Ｐツアー参加者より～ 

ツアーに参加いただいたお客様からは、「こんな規模で植林して

いるとは思わなかった。本当に凄い！」、「自分で植樹したあの木を

見に５年後、またインドネシアに来たい」、「帰ったらもっとＵＰさんの

商品を売るよ！」という声をいただき、本当にお連れして良かったと

心から感激しました。 

１社でも、１人でも、多くの企業様・お客様に我々が取り組む「森

の再生プロジェクト ～いっしょにＳＤＧｓに取り組もう！～」を実際に

見て、知っていただきたいと思います。この取り組みは、単なる企業

宣伝はありません、世界規模の環境問題に向き合い、未来に繋が

るプロジェクトです。 

今後ともこの気持ちを忘れずに、営業活動に邁進していきたいと

思います。 

森 P活動サイトを訪れる 取引先様合同ツアーを昨年に続き実施!! 

https://askul.disclosure.site/ja/themes/178#regeneration 

 

ベランターラは、アスクル株式

会社(以下、アスクル)様のご支援

により２０２４年より２年契約に基

づいた森林再生支援プログラム

を実施してきましたが、２０２６年２

月時点で目標である１００ｈａへの

５万本の植樹が完了いたしまし

た。アスクル様は本プロジェクトを

継続されるご予定となっており、引

き続きインドネシアの森林再生に

多大なるご貢献を賜りますことに、

インドネシアの製紙メーカーとし

て、心より御礼申し上げます。 

「森林再生プロジェクト」の詳

細につきましては、アスクル株式

会社様のホームページに掲載さ

れているサステナビリティ報告を

ご参照ください。 

６月６日、株式会社内田洋行様運営の教育関係者向け講演およ

び展示会である「NEW EDUCATION EXPO 2026」が東京

ファッションタウンビルで開催され、ＡＰＰジャパンは文具カタログ『Ｕ

ＣＨＩＤＡＳ』部門の企画によるミニセミナー「ゾウが住むインドネシア

の森を守りながら作られるコピー用紙の話」を実施しました。 

文科省サイト「マナビカエル」に掲載 
昨年１１月、筑波大学附属坂戸高等学校にて第１４回高校生国

際ＥＳＤシンポジウムが開催され、ＡＰＰジャパンは分科会の一つを

担当いたしました。 

その際、文科省サイト「マナビカエル」によって、「高校・大学・企

業が連携する国際協働探究の実践」をテーマとした取材が行わ

れ、その取材記事が公開されました。当日のインタビューの様子も文

科省のＹｏｕＴｕｂｅ公式チャンネルにてご視聴いただけます。 

 

ＡＰＰ本社は、国際的な消費財業界団体ザ・コン

シューマー・グッズ・フォーラム(以下、CGF)に加盟

していますが、CGＦジャパンが主催する「フォレス

ト・ポジティブ」ワーキンググループにＡＰＰジャパン

も正規メンバーとして参画することになりましたジ

ティブ」 

月に 1 度開催されるミーティングでは、各メン

バー企業がそれぞれの取り組みや課題を共有して

おり、参加企業同士で新たな気付きや課題解決の

ヒントを得る貴重な機会となっています。 

今後も本ワーキング・グループに積極的に参画

しながら、責任ある調達と持続可能な紙づくりの

推進に取り組んでまいります。 

ＮＥＥ２０２６にてミニセミナーを実施 

ＣＧＦワーキング・グループに参画 
ベランターラ環境保護基金 ドリー事務局長 

アスクル様 森林再生支援プログラム更新 

APP環境新聞バックナンバー 
 
こちらよりご覧いただけます 

http://www.app-j.com/topics/1673.html 

森の再生プロジェクト～いっしょにＳＤGｓに取り組もう！～ 参加方法  

1．プロジェクトの対象製品を購入する 

2．個人・法人等で寄付をお考えの方  

(sustainability@appj.co.jp までお問い合わせください) 

私は、担当していた九州のお客

様をインドネシア視察にお連れする

ことが長年の目標（夢）でしたが、

昨年、現地へお客様をお連れするこ

とができました。達成できるまでに１

０年以上の時間がかかりました。 

 

しかしながら、実際にツアー参加

頂いたお客様より 

「こんな規模で植林しているとは

思わなかった。本当に凄い」 

「自分で植林したあの木を見に５

年後、またインドネシアに来たい」 

「帰ったらもっとユニバーサル

ペーパーさんの商品を売るよ！」 

という言葉をいただきお連れして

良かったと痛感致しました。 

 

１社でも、１人でも多くの企業様・

お客様に我々が取り組んでいる＜

森の再生プロジェクト＞を実際に見

て、知っていただきたいと思います。

この取り組みはただ単に企業宣伝

はありません、世界規模の環境問

題に取り組み、未来に繋がるプロ

ジェクトです 

生物多様性保全にも貢献します 
５万本植樹を完了いたしました。 

また、本プログラムはアスクル様のご意向で継続されることが決

まりました。引き続きインドネシアの森林再生に貢献いただけますこ

とを、厚くお礼申し上げます。プログラムの様子は、アスクル様の企

業ウェブサイトにも掲載されていますのでご参照ください。 

文科省「マナビカエル」▶ https://ourl.jp/wfPxH 

文科省ＹｏｕＴｕｂｅ公式チャンネル▶ https://ourl.jp/0fRtG 

 

会場が多くの教育関係者で賑わう

なかで当社のミニセミナーも満席とな

り、熱心に話に聞き入る教育関係者

の姿が印象的でした。 

も正規メンバーとして今年５月から参画することになりました。 

月に１度開催されるミーティングでは、各メンバー企業がそれぞれ

の取り組みや課題を発表し、意見交換を通じて新たな気付きや課題

解決のヒントを得る貴重な機会となっています。 

今後も本ワーキング・グループへ積極的に参加しながら、持続可

能な森林管理と責任ある原料調達の推進に取り組んでまいります。 

また、スマトラゾウが保護されている保護林エリアのほか、火災モニタールーム、ＡＰＰ専属消防隊による消火訓練、森林火

災の主因である焼き畑抑制を目的とした地域住民への農業支援（DМPA）プログラム先の養蜂園など、持続可能な森林管

理の取り組み現場を訪問しました。スマトラ島最終日には森Ｐの現場において記念植樹を行い、最後はＡＰＰ本社を訪問して

サステナビリティ担当役員と意見交換を行いました。 

参加された取引先様からは、「工場や植林地のスケールが想像以上だった。」「地域住民の焼き畑抑制のための農業支援

や、管理地の外周の火災まで対応する消防体制など、地域と一体化して森林保護を行っている様子に感銘を受けた。」「産

業植林だけでなく自然林再生にここまで注力している姿勢が素晴らしい。」など、取り組みを推進する私たちにとって後押しと

なる感想をお寄せいただきました。 

ミニセミナーの様子 

お連れしたお客様と 
森Ｐの現場で（筆者右） 

 

２０２６年６月、ＡＰＰジャパンは昨年に引き続き取引先様合同ツアーを実施し、取引

先様４社、業界紙メディア１社、学術関係およびＮＰＯ関係２グループの計１０名様とＡ

ＰＰジャパンの社員４名で森Ｐの現場を訪問しました。 

５日間のツアーでは、スマトラ島リアウ州において毎月１，０００万本を育てる育苗施

設、５年未満で収穫を繰り返す広大な植林地、世界最大級のインダ・キアット・ペラワ

ン紙パルプ工場を訪問して一貫生産の流れを視察しました。 

また、スマトラゾウが保護されている保護林エリアのほか、火災モニター室、ＡＰＰ専

属消防隊による消化訓練、森林火災の主因である焼き畑抑制を目的とした地域住

民への農業支援（DМPA）プログラム先の養蜂園など、持続可能な森林管理の取り

組み現場を訪問しました。スマトラ島最終日には森Ｐの現場を訪問して記念植樹を行

い、最後はＡＰＰ本社を訪問してサステナビリティ担当役員と意見交換を行いました。 

参加された取引先様からは、「工場や植林地のスケールが想像以上だった。」「地

域住民の焼き畑抑制のための農業支援や、管理地の外周の火災まで対応する消防

体制など、地域と一体化して森林保護を行っている様子に感銘を受けた。」「産業植

林だけでなく自然林再生にここまで注力している姿勢が素晴らしい。」など、取り組み

を推進する私たちにとって後押しとなる感想をお寄せいただきました。 

ペラワン工場見学の様子 

https://askul.disclosure.site/ja/themes/178%23regeneration
http://www.app-j.com/topics/1673.html
mailto:sustainability@appj.co.jp
https://ourl.jp/wfPxH
https://ourl.jp/0fRtG

